
（１）決算期を変更して24か月に満たない（３月決算→7月決算）時の完工高の按分

Ｃ（12か月） Ｂ（12か月） Ａ（4か月）
1,800,000千円 1,500,000千円 600,000千円

決算日 決算日 決算日 決算日
H30.3.31 H31.3.31 R2.3.31 R2.7.31

Ａの完成
工事高 ＋

Ｂの完成
工事高 ×

12か月－Ａの月数
12か月

＋ Ｂの完成
工事高 ＋

Ｃの完成
工事高 ×

12か月－Ａの月数
12か月

Ａの月数
12か月

＋

【①審査対象事業年度における完成工事高】
Ａの事業年度に含まれる月数が４か月しかないため、
不足する８か月分を、Ｂの事業年度における完成工事
高から半分（Ｂの完成工事高×8/12）し、審査対象
事業年度における完成工事高として算入する。

【②前審査対象事業年度における完成工事高】
Ｂの期間における完成工事高のうち、 ①で按分調整し、審査対象事業年度における
完成工事高として計上した残りの完成工事高と、この処理によって生じるＢの期間
における完成工事高の不足数分を、①と同様の方法により、Ｃの事業年度における
完成工事高を按分して、前審査対象事業年度における完成工事高として算入する。

600,000 ＋ 1,500,000×
12か月－4か月

12か月 ＝ 1,600,000

1,500,000× 4か月
12か月

＋ 1,800,000×
12か月－4か月

12か月
＝ 1,700,000

【①審査対象事業年度】

【②審査対象事業年度の前審査対象事業年度】

【直前２年の完成工事高】 審査基準日を含む
事業年度

… 完成工事高

… 完成工事高



（２）決算期を変更して36か月に満たない（３月決算→7月決算）時の完工高の按分

Ｃ（12か月） Ｂ（12か月） Ａ（4か月）
1,800,000千円 1,500,000千円 600,000千円

決算日 決算日 決算日 決算日
H30.3.31 H31.3.31 R2.3.31 R2.7.31

Ａの完成
工事高 ＋

Ｂの完成
工事高 ×

12か月－Ａの月数
12か月

＋ Ｂの完成
工事高 ＋

Ｃの完成
工事高 ×

12か月－Ａの月数
12か月

Ａの月数
12か月

＋

600,000 ＋ 1,500,000×
12か月－4か月

12か月
＝ 1,600,000

1,500,000× 4か月
12か月

＋ 1,800,000×
12か月－4か月

12か月 ＝ 1,700,000

【①審査対象事業年度】

【②審査対象事業年度の前審査対象事業年度】

【直前３年の完成工事高】

決算日
H29.3.31

Ｄ（12か月）

1,200,000千円

＋ Ｃの完成
工事高 ＋ Ｄの完成

工事高 ×
12か月－Ａの月数

12か月
Ａの月数
12か月

＋

1,800,000× 4か月
12か月

＋ 1,200,000×
12か月－4か月

12か月 ＝ 1,400,000

【③審査対象事業年度の前々審査対象事業年度】

審査基準日を含む
事業年度

… 完成工事高

1,700,000＋1,400,000

２
＝ 1,550,000

… 完成工事高


